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学校教育高度化センター後援事業 

第４回 「教えて考えさせる授業」セミナー 
報告者 市川 伸一（教育学研究科 教授） 

実施日 2011年８月８～９日 

於 赤門総合研究棟A200教室 

 
 「教えて考えさせる授業」セミナー（略称   

ＯＫセミナー）は、全国から「教えて考えさせる

授業」の実践者・研究者が集まる機会として実施

されている。第１回（2008年）は箱根、第２回（2009

年）は熱海、第３回（2010年）は本郷キャンパス

で開催され、今回は第４回にあたる。定員60名の

ところを70名に拡大し、北海道から沖縄県まで、

全国各地から多数の参加者を得て盛会のうちに終

了した。 

 ちなみに、主催の「教えて考えさせる授業」研

究開発ネットワーク（代表 市川伸一）は、明確

なメンバー制をとる団体ではなく、メーリングリ

ストで情報交換をしつつ、年に一度のセミナーを

開催するというフレキシブルな非営利組織である。 

当日の内容は次のようであった。 

 

８月８日(月) 

 10：00～12：00 初心者向け講習、質疑応答 

 13：20～15：20 公開授業（理科、英語） 

  筑波大学附属小学校５年生クラス 

 15：40～17：30 解説、授業検討会 

 18：00～20：30 懇親会 

８月９日(火) 

 ９：00～10：50 指導案検討 

  指導案はあらかじめ募集 

  小グループに分けて検討、全体会で発表 

 11：00～12：00 情報交換、問題提起、討論 

 12：00～12：30 まとめと今後の展望 

 

 今年度の特徴は、実際に筑波大附属小学校の１

クラスの児童を招いて、公開授業を実施したこと

といえるだろう。５年生の佐々木昭弘教諭のクラ

スで、佐々木教諭が理科で気体の溶解の授業、市

川伸一・植阪友理がＴＴで「外来語と英語の発音」

の授業を行った。どちらも、「教えて考えさせる授

業」の形式に沿ったもので、参加者には、「やはり

実際の授業を見ると、本で読むよりリアリティが

ある」と好評であった。また、小学生とその保護

者たちも、東大の教室で授業を受ける経験は新鮮

だったようである。 

 第２日目の午前中には、担当者がもちよった「教

えて考えさせる授業」のいくつかの指導案につい

て、数人ずつのグループに分かれて、それを三面

騒議法によって検討した。「三面騒議法」とは、赤、

青、黄色の付箋に、それぞれ「工夫されていてよ

いと思った点」「こうしたほうがよいと思うという

改善点」「他の教科や学年でも応用できそうな点」

を書き込み、模造紙に「教えて考えさせる授業」

の４ステップごとに貼りながら意見交換するもの

である。小学校の国語、算数、理科、中学校の社

会、理科の小グループ討論と、全体での発表、討

論とで、たいへんな盛り上がりを見せた。参加者

へのアンケートにおいても、全国から集まった初

対面の教員同士が、教科や校種を越えて十分な議

論ができたことへの驚きや充実感を述べた回答が

多く見られた。 

＊  ＊  ＊ 

 なお、「教えて考えさせる授業」については、市

川研究室のホームページにそのコーナー 

www.p.u-tokyo.ac.jp/lab/ichikawa/ok-toppage.html 

があるので、その概略ページを抜粋して紹介して

おくこととする。詳細については、参考図書等を
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参照されたい。 

 また、岡山では、「ＯＫセミナー in 岡山」が年

に一度開催されており、これも第４回を迎えている。 

 

「教えて考えさせる授業」の趣旨と現状 

（ＨＰより抜粋） 

 

 「教えて考えさせる授業」とは、概念や手続き

の意味理解を重視した「習得」の授業のスタンダ

ードな設計原理として、2001年に提唱されたもの

です。教師からの説明、理解確認、理解深化、自

己評価の４つの段階を踏まえて授業を構成するこ

とがその基本です。 

 「教えて考えさせる授業」は、「学力の低い子ど

もでも、基礎的な知識・技能を身につけて高度な

課題解決に参加できること」、「学力が高い子や先

取り学習している子どもでも達成感・充実感が味

わえること」をめざしています。 

 学力差の大きな現実の学校で、なぜそのような

ことが可能になるのか、というと、教師のていね

いな説明と理解確認によって基礎知識の共有をは

かり、その先に、やりがいのある理解深化課題を

用意して、問題解決や討論を促しているからです。 

 また、自分の理解状態を診断するための「メタ

認知」を促す自己評価や、協同学習の機会を入れ

ることも推奨されます。 

 

実践の広がり 

 2005年から2008年にかけて、中教審答申の中で、

「教えて考えさせる教育」「教えて考えさせる指

導」という表現が使われたこともあり、学校、自

治体、民間教育団体などでテーマにするところが

増えています。 

 自治体（教育委員会）としては、福島県郡山市、

栃木県足利市、新潟県小千谷市、長野県千曲市、

大阪府貝塚市、広島県江田島市、沖縄県うるま市

などが、教員研修会で「教えて考えさせる授業」

をとりあげ、研究校での実践研究を継続的に行っ

ています。 

 静岡県では、中教審答申に先駆けて、「確かな学

力育成会議」の提言（2004年）の中で、「習得と探

究」、「教えて考えさせる授業」などが盛り込まれ、

２小学校、１中学校、１高等学校が県教育委員会

の研究指定を受けて取り組んできました。 

 岡山県では、（財）福武教育文化振興財団の研究

助成を受けて、中学校区を基本とする７地域で「学

力・人間力育成事業（ＩＦプラン）」が実施されて

います。その第１のテーマが、「教えて考えさせる

授業」です。 

 そのほかにも、八戸市立長者小学校、横浜市立

本町小学校、金沢市立犀川小学校、金沢市立清泉

中学校、かほく市立宇ノ気小学校など、早くから

「教えて考えさせる授業」に取り組み成果をあげ

ている学校があります。 

 

参考書籍 

市川伸一『学ぶ意欲とスキルを育てる―いま求め

られる学力向上策』（小学館、2004年） 

市川伸一『「教えて考えさせる授業」を創る』（図

書文化、2008年） 

市川伸一・鏑木良夫編『新判「教えて考えさせる

授業」小学校』（図書文化、2009年） 

市川伸一編『教えて考えさせる授業 中学校（図

書文化、2012年） 

 

特集雑誌 

“教えて考えさせる”授業設計のポイント（『楽し

い理科授業』、明治図書、2006/9） 

「教えて考えさせる授業」の工夫（『授業研究21』、

明治図書、2010/2） 

「教えて考えさせる授業」の提案（『国語教育』、

明治図書、2010/4） 

連載 教えて考えさせる授業の実践（『指導と評

価』、図書文化、2010/7～2011/12） 

連載 「教えて考えさせる授業」をめぐって（『現

代教育科学』、明治図書、2011/4～2012/3） 
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授業ビデオ 

ＤＶＤ版「教えて考えさせる授業」小学校（全３

巻、制作：ジャパンライム、販売：図書文化、

協力：貝塚市教育委員会、2010年） 
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